








Ⅰ　研究計画

1)小児内分泌疾患患児の治療と管理に関する実用的な指針の作成。本疾患患児

の治療・管理は長期にわたるので,その際必要な実用的指針を各疾患ごとに完

成させたい。

2)小児内分泌疾患患児の早期発見と予防対策の確立。とくに先天性甲状腺機能

低下症の早期発見のために,ラジオイムノアッセイによる乾燥濾紙血液を用い

た血中甲状腺刺激ホルモン(TSH)測定法を確立する。


